
食品輸出額の変化と要因分解価月り
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選出効果は特定の国・地域向けに従来は存在した特定
品目の輸出がなくなつた影響を指す。参入効果はその

反対 (出所)財務省、日銀
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※他のサイ トやソフ ト等の電子媒体への

転載を禁じます。

東
日
本
大
震
災
で
起
き
た
福
島
第

１
原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
漏
れ
事

故
は
、
日
本
の
食
品
輸
出
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
海
外
の
多
く

の
国
が
放
射
性
物
質
の
検
査
証
明
書

や
産
地
証
明
書
の
提
出
を
義
務
付
け

た
。
ま
た
、
輸
入
側
で
の
サ
ン
プ
ル

検
査
や
輸
入
禁
止
措
置
な
ど
、
様
々

米
国
向
け
で
の
影
響
は
軽
微
だ
。

日
本
貿
易
振
興
機
構
に
よ
れ
ば
、

安
全
性
に
関
す
る
民
間
の
Ｐ
Ｒ
活
動

や
公
的
機
関
に
よ
る
情
報
提
供
な
ど

の
努
力
も
あ
り
、
日
本
食
品
離
れ
が

解
消
し
つ
つ
あ
る
国
も
あ
る
。

相
手
国
の
輸
入
制
限
が
あ
ま
り
に

理
不
尽
で
あ
る
な
ら
、
世
界
貿
易
機

関

（Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
協
定
違
反
と
し
て

紛
争
解
決
の
手
段
に
訴
え
る
こ
と
も

で
き
る
。
た
だ
、
勝
算
は
不
透
明
で

あ
り
、
結
論
が
出
る
ま
で
長
期
間
か

か
る
。も
し
立
場
が
逆
で
あ
っ
た
ら
、

日
本
も
輸
入
に
慎
重
に
な
っ
た
は
ず

で
あ
る
。
や
は
り
日
本
側
で
信
頼
性

の
高
い
検
査
体
制
を
構
築
・運
用
し
、

自
ら
疑
念
を
晴
ら
す
必
要
が
あ
る
。

同
時
に
、
日
頃
か
ら
食
品
の
安
全
基

準
を
共
有
で
き
る
よ
う
、
自
由
貿
易

協
定

（Ｆ
Ｔ
Ａ
）
締
結
な
ど
で
経
済

統
合
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ

ろ
う
。

（慶
応
義
塾
大
学
准
教
授
　
安
藤
光

代
） 復興への経済戦略 ①

園
冊
闘
圏
隅
中
海
外
で
の
安
全
規
制
強
化
が
響
く

な
形

で
安
全
性
検
査
や
規
制
を
導
入

し
て
い
る
。

日
本

の
食
品
輸
出
は
２
０
１
０
年

段
階

で
、
香
港

（食
品
輸
出
全
体

に

占
め

る
割

合
は

２４
％
）
を
筆
頭

に
米

国

（同
１４
％
）
、
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連

〈
只
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
同
１３
％
）
向
け
が

多

い
。
こ
れ
に
台
湾
、
中
国
、
韓
国
、

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
を
加
え
る
と
全
体

の
９
割
を
占
め
る
。
こ
の
う
ち
多
く

の
国
・
地
域
が
安
全
性
検
査
を
強
化

し
た
ほ
か
、
特
定
地
域
で
生
産
さ
れ

た
特
定
品
目
（中
国
や
台
湾
で
は
全

て
の
品
目
）を
輸
入
禁
止
に
し
た
。

そ
の
影
響
は
今
年
４
～
５
月
の
輸

出
額
の
減
少
に
如
実
に
表
れ
て
い

る
。
両
月
と
も
前
年
比
お
よ
び
前
月

比
で
２
割
近
く
落
ち
込
ん
だ
。
輸
出

額
が
減
少
し
た
内
容
の
詳
細
を
み
る

と
、数
量
が
減
少
し
た
品
目
に
よ
る

影
響
（数
量
・
価
格
効
果
）だ
け
で
な

く
、取
引
さ
れ
な
く
な
っ
た
品
目
に

よ
る
影
響
（退
出
効
果
）が
大
き
い
。

輸
出
品
目
数
を
み
て
も
韓
国
や
中

国
向
け
で
大
幅
に
減
少
し
た
。
た
だ

し
品
目
数
で
み
る
限
り
Ｅ
Ｕ
向
け
で

は
急
回
復
し
て
お
り
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ゃ


